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 SKI- O JWOC 2001 & WMOC 2001 
  11-18/2/2001 イタリア（TRENTINO） 
 
 
 
 
 
 
 
  ロゴマーク 張り付け 
 
 
 
 
 
 
 
□爺爺は躍った 
 冬の裏日本で、細々と開かれているスキーオリエ

ンテーリングですが、国際的にはこの時期は SKI-O

です。 

 オリエンテーリングの世界選手権大会で日本人の

未参加大会はジュニアとマスターズのSKI-Oだけで

した。 

 目の黒いうちに（大分ショボショボになっている

が）これらの大会参加を見届けたかったので、家族

に１年前から計画的犯行（？）を積み重ね、J-Cup

の準備が滞る中、スタッフに後ろ髪を引かれる思い

で（ウッソ－？）自らミラノのマルペンサ空港に飛

び立ちました。    

 総勢７名の日本チームは、ジュニアは堀江君(東

北大 OLC)一人、ジュニア資格がオーバーしコーチ

を買ってくれた植野さん（北海道教育大旭川校）と

団長の武石以外は、フットも含めて国際大会が初め

ての者ばかりでしたが、マスターズそれぞれのクラ

スに参加しました。 

 オープニングセレモニーではアルプスの南斜面に

へばりつくようにホテルやレストラン･商店が集落

しているリゾート地フォルガリアの市中行進から始

まった。 

（閉式後、柑橘類を薬味に入れて煮こんだホットワ

インの美味しかった事が強烈な印象で残る） 

 シ ョ ー ト で ス タ ン ス は 2/13 、 CENTRO 

FONDO-PASSO COE の常設クロスカントリーコー

ス付近の牧場をテレインとして行われた。 

 H50の三澤と同時スタートの武石（H60）は、ワ

ックスもバッチリで程よい緊張を保ち、登りを無理

せずペースを守り、得意の下りでは一度も転ぶこと

なくコントロールに辿り着けた。悔しいのは何でも

ないラストコントロール手前のルート選択を誤って

下るところを上ってしまい、無駄に時間を取ってし

まった。 

 H60のトップスタートだったので、速報ではしば

らく１位から２位をキープしていたが、まさか世界

の強豪の中で３位にとどまるとは思っても居なかっ

たし、多分WOC日本最初の表彰台に上ることを思

って心でゾクゾクと躍っていました。 

 ご存知アメリカのシャロンも参加していて、とっ

ても喜んでくれて抱き着いて祝福してくれました。  

 １５日夜の表彰式では、始めに遠来のアメリカと

オーストラリア、それに日本の国歌を演奏して敬意

を表してくれたのには感激でした。 

 来年はチェコ、H65の参加資格が出るのでもう少

し上の順位にチャレンジしたいなあ。 （武石雄市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２位オーストリア、１位ロシアの選手と日の丸の

旗を抱えて祝福の握手を交わす３位武石。 

SKI-O で日本初の表彰台に上る！ 

武石（H60）３位、植野（O）２位 
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□じいじいとその仲間たち 
                 （植野由香） 

 2001年２月 11～18日 イタリア－フォルガリア

で行われた JWOC&WMOC に日本は初参加をしま

した。 

 私は Open-Women の選手として、又、コーチと

して参加しました。 

 ShotDistance→な、なんとじいじいが H60 クラ

スで 3位入賞を果たしました。他の人々も無事に完

走し、ジュニアの堀江君はブービー賞をとる事がで

きました。12 月から SKI-O を始めたと言う堀江君

の頑張りは、本当に驚きました。 

 スキーは下手だけど(本当に！！)登りを一生懸命

に滑る姿を見て感動してしまいました。 

 

 

 

 

  写真 ２ 

 

 

 

 

    登りを懸命に滑る堀江君 

 

 Reiay→じいじいがやらかしてくれました。全員リ

レーに出られないところでした。前日のエントリー

を忘れてしまったのです。堀江君の英会話とじいじ

いのゼスチャーにて 12:20の Openクラススタート

に間に合い、滝本さん、堀江君、植野の 3人が１走

としてスタートしました。 

 後で聞いたら、堀江君が１ポで私について来てし

まい、間違えたそうで、同じ日本人としてちょっと

ショックでした。 

 植野が３０分を切るくらいの速さで会場に帰って

くると、な、なんと２走のじいじいが居ません。こ

れには私も飽きれてしまいました。そんなじいじい

は私を５分近く待たせておまけにペナって帰って来

るし・・・・。 

 そんな陰で頑張っている姿を見れたのは、滝本さ

んと弘中さん。最後に長く厳しい上り坂を滑るので

すが、滝本さんは私の声援のおかげで（？？）休ま

ずかけ上がってきました。弘中さんは小さな身体を

大きく使い、SWEDENチームの応援にも支えられ、

休まず滑りきったのです。私も６０代まで続けられ

るかな？と思いました。 

 観光→１６日はヴェローナでガイド付の一日観光

をしました。黒崎さんという女性の方でイタリアに

は１５年近く住んでいるそうでイタリア語がペラペ

ラでした。ロミオとジュリエットの家を見たり、ヴ

ェローナの街の歴史を聞いたり、紀元前の道路にも

足を踏み入れて来ました。昼は、イタリアチックに

ピザを食べ、Shopping。三澤さんは会社の方へとお

みやげをどっさりと買われていました。じいじいは

奥さん＆幸くんたち孫へとどっさり買われていまし

た。…年はとりたくないナァ―…！！ 

 そんな充実した一日を送ったおかげで、WAXING

は夜中まで続きました。 

 Ciassic Distance→最後のレースということでみ

んな気合を入れていました。Juniorは優勝タイムが

７０～７５分という中、９０分近くで走った堀江君。   

 本人は納得していませんでしたが、Short より順

位は一つ上がって後から３位には入り、私は嬉しか

ったです。９０分間の内容は詳しく知りませんが、

話を聞いていると、SKI-Oのコツを早くもつかんだ

ようで、読図も使えるようになり「成長したなぁ」

と感じました。（私と一才しか変わらないけど…） 

 土曜日ということもあり、Master は参加者が増

えたクラスも多く見られました。テレインはオープ

ンが多く、それを有効に使えた人は目標タイムを切

れて満足した人もいるでしょう。残念だったのは弘

中さんが全て周れて来れなかったことと、じいじい

が怪我をしたこと。でも今ごろ不死身のじいじいは

再生して元気いっぱいでしょう。 

 全てを通して→私はコーチらしいことは何も出来

ず反省しています。でも、じいじいよりはハプニン

グは起していません。じいじい、反省してくださ

い！！（特にりれー！！） 

 そう言えば、帰りの列車がストライキを起してた

り、空港のターミナルが違うところで降ろされたり、

多くの珍事件がありました。でも、この記事が O-

マガジンに出ているってことは生きて帰ってきた証

ですね。６人の皆さんお疲れ様でした。 

 最後になりましたが、日本で応援していただいた

皆様、ありがとうございました。次回は是非ご一緒

に SKI-O大会に出場しましょう！！ 

     ―２００１．２．１９．帰国機内にて― 

 

 

 

 

 

  写真 ３ 

 

 

 

 

 

 

 OW２位の植野（賞品の花の鉢は検疫を通過した） 
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□ Ski-OJwoc-Wmoc2001の参加記    

                   高原 進  

 何よりも天候が全日程すべて晴れでイタリア北部

アルプスのすばらしいロケーションの中でスキーが

楽しめました。以下に、私の今回の失敗のいくつか

記載します。 

 先ず、日本から 1本しか持ってこなかったストッ

ク(ポール)を最初のモデルイベントで折ってしまい、

宿泊地のフォルガリアのスポーツ店で間に合わせの

安いストックを買った。外国でのスキーO の場合、

出来るならスキーとストックは 2本づつ用意して持

参すれば良いと思った。 

 次はショートディスタンス会場についてから、ホ

テルにスキー靴を忘れてしまい、ジュニアで、私の

スタート時刻より早くゴールしていた堀江君の３セ

ンチも大きい靴を借り、靴の先に詰め物をして何と

かレースに出場できたことである。 

 スキーOは持ち物が多いので持って行く物のリス

ト等を作成して確認してから出かける必要を感じた。   

 マスターズ国際大会は、参加して楽しく、又、い

ろいろ勉強になります。 

来年以後の大会に、是非スキーオリエンティアの皆

様の参加をお薦め致しま 

 

 

 

 

 

 

 

  写真 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 SKI-O JWOC&WMOC 初参加の日本選手団 

 

□ 成績抜粋 

ショートディスタンス 

J U N -M E N           6 4 0 0 m  
1 00:25:53  ANDERSSON DAVID   SWE 

2 00:25:59  FISHER RENO        SUI 

3 00:26:35  VESSELOV KIRILL    RUS 

4 00:26:48  PARKKINEN JARNO   FIN 

5 00:27:24   ENGVALL ERIK       SWE 

6 00:27:25   SOROKINE MIKHAIL  RUS 

61 1:04:33    HORIE MORIHIRO    JAP 

 

J U N -W O M            5 8 0 0 m  
1 00:28:59   BERGKVIST MARIA   SWE 

2 00:29:57  SHVEZOVA SVETLANA  RUS 

3 00:30:28  JOENSUU MARTTIINA  FIN 

 

H 3 5                  7 1 0 0 m           
1  00:31:34  MAKIPAA VESA        FIN 

2  00:32:04  KUZMIN IVAN         RUS 

3  00:33:07  KUGLER JOHAN       AUT 

16  1:07:54  TAKIMOTO SHOICHIRO  JAP 

 

H 5 0                   5 5 0 0 m  
1  00:32:29  ZENI GIANFRANCO    ITA 

2 00:33:03  TOLKKINEN VEIKKO  FIN 

3 00:37:15  WEBER MARZIANO    ITA 

10 00:51:31  MISAWA YOSHIO      JAP 

 

H 5 0                   5 5 0 0 m  
1  00:29:21  ORPANA RISTO       FIN 

2  00:30:31  MAIER CURT         AUT 

3  00:44:50  EBERLE WOLF       AUT 

4 1:10:29  TAKAHARA SUSUMU  JAP 

 

H 6 0                   3 7 5 0 m  
1 00:28:31  ROUSSANOV PAVEL  RUS 

2 00:31:44  HOCH GERFID       AUT 

3 00:34:35  TAKEISHI YUICHI    JAP 

 

O -W                   6 0 0 0 m  
1 00:30:22  HIRVI AINO*MARIA   FIN 

2 00:30:54  UENO YUKA          JAP 

3 00:40:57  HURUSKOVA LENICA  ITA 

 

 

 

 

 

  写真 ５ 

 

 

 

 

 

 ゴールレーンを全力滑走する三澤選手（Ｈ５０） 
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リレー 

R e l a y-O  
1 01:35:53  FINLAND MASTER 5 

00:47:25  JAP(HORIE) １走のみ 

02:33:35  JAP(takahara,takahara,misawa) 

02:40:54  JAP(ueno,takeishi,hironaka) 

 

ロングディスタンス 

O -W .                   4950m     
1  00:26:16  HIRVI AINO*MARIA    FIN 

2 00:27:24  MULEMANN REGULA  SUI 

3 00:30:16  WICKI YVONNE       SUI 

5 00:34:42  UENO YUKA          JAP 

 

J U N -M E N             1 0 7 5 0 m  
1  00:45:03  VESSELOV KIRILL    RUS 

2  00:46:35  FISHER REMO        SUI 

4 00:46:42  SOROKINE MIKHAIL  RUS 

61 01:33:35  HORIE MORIHIRO    JAP 

 

H 6 0                   5 5 0 0 m  
 
1  00:43:43  ROUSSANOV PAVEL   RUS 

2  00:50:18  DEFLORIAN REMO    ITA 

3  01:00:22  HOCH GERFIED       AUT 

5  01:10:14  TAKEISHI YUICHI     JAP 

   ==RI==   HIRONAKA SUSUMU  JAP 

 

H 5 5                   5 5 0 0 m  
1  00:29:33  ORPANA RISTO       FIN 

2  00:32:20  MAIER CURT         AUT 

3  00:36:03  MIKKOLA KYOSTI    FIN 

5 00:56:12  TAKAHARA SUSUMU  JAP 

 

H 5 0                   5 6 5 0 m  
1  00:28:34  TOLKKINEN VEIKKO   FIN 

2  00:32:25  OSWALD HANSPETER  SUI 

3  00:33:49  HECHL ANTON         AUT 

8  00:47:34  MISAWA YUSHIO       JAP 

 

H 3 5                  1 0 0 5 0 m  
1  00:41:54  STOFFEL LUKAS       SUI 

2  00:45:13  KUGLER JOHAN        AUT 

3  00:45:44  MAKIPAA VESA         FIN 

15 01:26:15  TAKIMOTO SHOICHIRO  JAP 

 

 

□イタリアＷＭＯＣ参加記 

         岩月ＯＬＣ Ｍ６０ 弘中 進 

 成田空港で１年ぶりの再会(昨年の真室川大会以

来)をして成田空港を離陸。 

 眼下に広がる川も湖も凍てついたシベリア大陸、

夕暮れのアルプス山脈、真っ白な尾根にポツリと光

る山小屋の灯火を見ながらミラノ空港に到着する。 

 ミラノに 2/12 ミラノ中央駅始発の鉄道で時差ぼ

けに悩まされながら、左右に広がるブドウ畑、ト奥

に見えるアルプスの山々を見ながらロベレート駅に

到着、２台のタクシーに分乗して到着してところは、

春を思わせるようなフォルガリア。(何年ぶりかの暖

冬だそうだ) 

 大会は、モデルイベント会場、ショート・リレー

会場、ロングディスタンス会場共にフォルガリアか

らバス移動で行われた。 

大会について 

 ショートディスタンスは②で大ミスをしてしまい

ましたが、中・後半は自分の持てる力は出せたと思

いますが、Ｍ６０参加者中最下位に終わった。銅ク

ラス３位の武石さんおめでとうございます。 

 リレー オープンの３走で出場、これも①②でつ

まづき、後半はうまく行ったが結果は最後から２番

目のゴールにもかかわらず、運営者の好意により何

十年ぶりかのゴールテープを切ることが出来た 

て感激しています。 

 ロングディスタンスはスタートコントロールから

左(下り)右(登り)のコースがあり、私は左が有利と判

断したが、これがつまづきの始まりだった。トラッ

クが複雑で雪不足のためか？トラックがはっきりせ

ず、ウロ、ウロ、９－５９の小屋からコンパスで方

向を定め沢をつめ左側に見えるコントロールにやっ

と辿り着いた。既に２０分経過していた。 

 頭がパニックになり③でもミスして時間切れ(バ

スの発車時間)で残念ながら途中棄権することにな

った。 

 全般的にスキー技術不足もあるが、やはり原因は

地図読みの力不足で満足の出来るレースが出来なか

ったことを深く反省していますが、今回の参加でマ

スターズ世界選手権大会の日本ＳＫＩ－Ｏのステッ

プになれば、少しは気持ちが楽になります。 

 最後になりましたが、日本を一度も出たことがな

い私が参加できたことは団長の武石さん、コーチの

植野さん、通訳してくれた堀江さん、高原さん、三

澤さん、滝本さんのお陰だと感謝しています。 

 Grazie,dellasuo,vegalo. 

何時か、きっと再挑戦します。 
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□団長の後記 

 エントリー、送金、宿泊ホテル等、現地到着直前

まで心配の種が尽きませんでしたが、日本スキーオ

リエンテーリングの歴史に確実に残る一頁を加える

ことが出来ました。 

 参加したものだけしか解らない、連日トラブルが

起きるトラベルでしたが、平和な楽しい珍道中でし

た。 詳細は、全員が提出するレポートで報告書に

まとめますが、どんな所見が出てくるか恐ろしくも

あり楽しみでもあります。 

 最後になりましたが、今回の遠征に当たって、陰

に陽に様様な形で多くの方々からご支援ご協力いた

だきました。 

 チームを代表して厚く御礼申し上げます。 

 ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

高原（Ｈ５５）、 堀江（Ｊ－Ｍ）、 弘中（Ｈ６０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地図 Ｈ６０ ショートディスタンス 


